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震源と葉ノ木平地すべり位置



http://www.pwri.go.jp/team/landslide/topics/tohokujishin2011-1/h23.3.31.pdf
より

葉ノ木平地すべり

http://www.pwri.go.jp/team/landslide/topics/tohokujishin2011-1/h23.3.31.pdf
より

葉ノ木平地すべり



http://www.sma.or.jp/associate/activj2011_003.html

葉ノ木平地すべり

http://www.sma.or.jp/associate/activj2011_003.html http://aozorahausu.way-nifty.com/rakurakuraku/2011/03/post-ab9b.html



葉ノ木平地すべり

位置図（数値地図25000地図画像に加筆）

葉ノ木平地すべり



地すべり斜面：元
から谷地形を呈
していた

葉ノ木平地すべり



葉ノ木平地すべり

葉ノ木平地すべり：断面とmobility



葉ノ木平地すべり

http://www.pwri.go.jp/team/landslide/english%20pages/topics/tohokujishin2011-1_e/h23.3.17.pdf          より







質問：地下水がなければ，流動
化する？

自然含水状態でのせん断試験
（含水比：126%)







地形・地質構造による増幅
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不飽和土層における増幅

• 葉ノ木地すべり：火砕物において，土層が強
震動により，破壊し，破壊後に移動に伴って，
高い水圧が発生し，流動化したもの

• 豊富な地下水がなくても，液状化が発生しう
る。低応力状態でも，せん断に伴って抵抗が
小さくなりうる。

• 3月11月本震の時，葉ノ木平の斜面において，
1000galを超える地震動があったと考えられ
る

まとめ
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